
平成 27年 1月 30日

中  だ よ り

不在の時以外は毎朝必ず校門に立ちます。『昨日
欠席した Aさ んが元気に登校してよかつた。B君は
いつもと違う友達と来たけどどうしたのかな。Cさ
ん、今日は遅めだけど勉強疲れかしら。D君はいつ

も自分から挨拶ができてえらい。Eさ んが校帽を忘
れるなんて珍しい…。』子供の顔を見て、挨拶を交
わし、話しかけて来る子供に応えながら頭の中はフ

ル回転です。気になる子には、こちらから声をかけ
ることもあります。一見、あたりまえの登校風景に
も、よく見ると何ともたくさんの個々の情報が隠れ
ているのです。

1月 中旬に『あいさつ大作戦』を実施しました。
3年生以上の代表児童が一緒に校門に立ちました。

すると、登校して来る子供たちの表情が違います。

笑顔で自然に声を出せる子供がぐんと増えました。
『なるほど…』と私は思いました。この一過性の取

組が、日常の自分を振り返って、改めて挨拶を意識
するきっかけとなるのです。気持ちよくできた経験
は、日常の実践につながります。 「あたりまえ」に

埋没していると見えなくなる事もあるのです。

「あたりまえ」の意識化
校長  福田 純子

昨年度 「中西スタンダー ド」を作成し、今年度の

全家庭に配布しました。これは、中西小の日常生活

と授業における「あたりまえ」の集大成です。形に

し意識化する事で、流され曖味になっていくのを防

ぎます。保護者とも共有し外部にも公開することで、

学校自らを振り返る視点をもつのです。

1月 30日 (金 )には、練馬区と文科省国立政策

研究所の指定を受けた研究発表会を行います。

全ての教育活動に含まれる道徳教育を意識化し、

目指す子供たちの姿に向かって学校がひとつになっ

て取り組んできた成果を発表するのです。

授業でも、生活態度でも、道徳性でも、中西小の

子供たちの「あたりまえ」のよさが、参観者の皆様

に伝われば何よりの大成功です。

2月 に入ります。日は少しずつ長く、光は明るく

なってきます。まだまだ寒さの厳しい朝、出勤にい

そく
゛
保護者や地域の皆様と交わす笑顔の挨拶からも

たくさんの元気をいただいて、学校の大切な「あた

りまえ」の一日が、今日も始まります。
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